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器検診モデル事業、３）全県ネットワークの構築事業の３項目を運動器検診事業として活動を

開始した。

前の平成２５年度から情報の収集、講演事業、

県内

 

施行規則の公布直後から、二戸医師会および盛岡市医師会では学校医である整形外科医が主

導してモデル事業をスタートさせ、また北上医師会は学校医でない整形外科医により、運動器

検診委員会を設立して平成２７年度からモデル事業を始めた。
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ていたが、ＦＡＸ網やメー

ル・メーリングリスト等の広

報手段を活用して啓発活動

を行い、平成２７年１２月に

は、ＩＣＯＡ会員のほぼ１０

０％の協力体制に至ること

ができたので、さらに、もう

一歩踏み出して、学校保健に

積極的に関わる対応を依頼

した。

運動器検診モデル事業は地

域の現状に即し、整形外科医

が運動器検診に関する助言

や立会い等のスライドに示

すような次の形式を採った。
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介して密接な協議を積み重

ねて二戸医師会独自の「運動

器検診マニュアル」を作成

し、平成２８年度も全科の学

校医が内科検診時に運動器

検診を全校で行った。

 

平成２６年１２月のＩＣＯＡ

いたが、ＦＡＸ網やメー

ル・メーリングリスト等の広

報手段を活用して啓発活動

を行い、平成２７年１２月に

は、ＩＣＯＡ会員のほぼ１０

０％の協力体制に至ること

ができたので、さらに、もう

一歩踏み出して、学校保健に

積極的に関わる対応を依頼

した。(図３) 

運動器検診モデル事業は地

域の現状に即し、整形外科医

が運動器検診に関する助言

や立会い等のスライドに示

すような次の形式を採った。

１）全科による学校医

学校医である整形外科医、

３）従来の内科・小児科の学

（図４） 

二戸医師会では、学校医で

ある整形外科医が内科検診

時に運動器検診を組み込み、

平成２５年度から

業として運動器検診を行っ

た。二戸医師会管内４市町村

による学校医連絡協議会を

介して密接な協議を積み重

ねて二戸医師会独自の「運動

器検診マニュアル」を作成

し、平成２８年度も全科の学

校医が内科検診時に運動器

検診を全校で行った。

 

平成２６年１２月のＩＣＯＡ

いたが、ＦＡＸ網やメー

ル・メーリングリスト等の広

報手段を活用して啓発活動

を行い、平成２７年１２月に

は、ＩＣＯＡ会員のほぼ１０

０％の協力体制に至ること

ができたので、さらに、もう

一歩踏み出して、学校保健に

積極的に関わる対応を依頼

運動器検診モデル事業は地

域の現状に即し、整形外科医

が運動器検診に関する助言

や立会い等のスライドに示

すような次の形式を採った。

１）全科による学校医 ２）

学校医である整形外科医、

３）従来の内科・小児科の学

二戸医師会では、学校医で

ある整形外科医が内科検診

時に運動器検診を組み込み、

度から医師会事

業として運動器検診を行っ

た。二戸医師会管内４市町村

による学校医連絡協議会を

介して密接な協議を積み重

ねて二戸医師会独自の「運動

器検診マニュアル」を作成

し、平成２８年度も全科の学

校医が内科検診時に運動器

検診を全校で行った。(図５) 

平成２６年１２月のＩＣＯＡ会員へのアンケートでは、運動器検診の周知度は６割を

 

(図３) 

（図４） 

(図５) 

会員へのアンケートでは、運動器検診の周知度は６割を

 

会員へのアンケートでは、運動器検診の周知度は６割を会員へのアンケートでは、運動器検診の周知度は６割を会員へのアンケートでは、運動器検診の周知度は６割を下回っ

 

 

下回っ 

 



 

全科の学校医に

診療科を問わずに検診結果の標準化を図るために、「運動器検診マニュアル」

いる。

運動器検診結果と肥満、体力の比較検討がなされている。

(図６

 

 

 

盛岡市医師会では

もとに平成２８年度から従来の学校医

た。（図８）

他方、課題としては、整形外科が学校医を兼務するには、特に岩手県においてはマンパワーが

絶対的に不足していること、対策としては、整形外科医が整形外科医以外の診療科の学校医や
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診の円滑化のための助言等があげられる。
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